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〔要 旨〕
モンゴルでは初中等段階の日本語学習者が全体の約７割を占めるに至っているが、初中等教育全体で
統一したシラバスや教材がない。そこでモンゴル日本語教師会は「初中等教育機関向け日本語教科書作
成プロジェクト」を実施し、モンゴル日本語教育スタンダードと共に教科書シリーズ『にほんご でき
るモン』を開発することとした。同スタンダードの理念は（１）社会の中で自分の考えを自由に表現し、
相互理解するのに必要な外国語能力の育成、（２）子供たちが自分自身の力で学習を進めていく能力の
育成であり、教科書にはプロフィシェンシー重視と自律学習支援の２つの特徴がある。新教科書を使用
する教師とのやり取りから教科書が改善でき、学習者自身も話す能力の向上を感じているという報告を
聞くが、一方で、教師には「書くことが学習である」という従来からのビリーフがあり、教科書が変わ
っても新しい教え方にならない等の課題が残っている。
１．教科書開発の背景と教科書作成プロジェクト概要
１．１ 教育文化科学省『外国語教育スタンダード』発表がもたらした影響
モンゴル国教育文化科学省（以下、教育省）は２００５年に初中等教育における外国語教育の指
針とする『外国語教育スタンダード』（以下、教育省スタンダード）を発表した。これは２００７
年度から初中等教育において英語が第１必修外国語になる（１）にあたって、教育方針を明らかに
するために出されたものであった。その方針とは、言語をコミュニケーションの手段と考え、
文法を中心とせず、実際に使うことを通して帰納的に教えるというものである（モンゴル国教
育文化科学省２００５：６‐８）。モンゴルの教育制度は６・３・３の１２年制（２）であり、基本的に初
中等が一貫校になっている。初中等段階における日本語教育は各学校の自由裁量で実施が決め
られており、日本語は選択または選択必修などの第２外国語となっている。その日本語教育に
関して、全国で統一したカリキュラムやシラバス、教材・教科書はなく、教育省スタンダード
も法的拘束力を持つものではなかった。
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しかし、この教育省スタンダードの発表を機に日本語教育においても一定のスタンダードが
必要であるという議論が起きた。それは、ドルゴル他（２００９：１０３）によると、背景として国
際交流基金が実施した２００６年の日本語教育機関調査の結果、２００３年に比べて日本語学習者が急
増し、特に初中等教育における増加が著しいことが分かった（３）が、それにもかかわらず初中等
段階における日本語教育には「統一性や一貫性のあるシラバスやガイドライン」がないという
問題意識がモンゴル日本語教師会（以下、教師会）（４）会員の間にあったからであった。
ところが、文法シラバスで学び、教えてきた教師たちにとってその基本方針を具体化するこ
とは困難であり、同書に書かれている文章自体も難解であった。そこで、２００８年９月から教師
会の一組織である日本語教育研究会（５）のワーキンググループ（６）が中心となって、日本語教育版
のスタンダードを作るべくヨーロッパ共通言語参照枠（以下、CEFR）や北米日本語学会等の
活動を参考にしながら勉強会を行うこととなった（ドルゴル他２００９：１０２‐１０３）。
１．２ 教師会による「モンゴル日本語教育スタンダード」および教材の作成開始
２０１０年に『JF日本語教育スタンダード２０１０』（以下、JFS）が国際交流基金（２０１０a）等で発
表されたことから、教師会はこれを参考にしたモンゴル日本語教育スタンダードを作ろうと
２０１２年度に「モンゴル日本語教育スタンダードプロジェクト」（７）を実施した。このプロジェク
トでは教育省スタンダードの基本方針を踏まえ、JFSを参考にして「～することができる」と
いう形で目標とする能力の記述文（以下、Can-do）を作成し、協力校２校で実践授業が行われ
た。しかし、実践教師の教育省スタンダードおよび JFSについての理解が不十分であり、教材
作成をその現場教師だけで行うのは難しい等の課題が認識されることとなった。
また、当時は既存の教科書を利用して実践を行うことも検討されていたため、筆者ら（８）は初
中等教育機関で使用されている教科書について訪問調査を行った。その結果、『みんなの日本
語初級』（スリーエーネットワーク）、『ひろこさんのたのしいにほんご』（凡人社）、『日本語
中級読解入門』（アルク）などの日本で出版されたもののほか、現地で作成された『わくわく
日本語』（青年海外協力隊作成）、『できるよ』（モンゴル日本語教師会）などが使用されてい
ることが分かった。日本で出版されたものについては、モンゴルの小中学生にとって場面や状
況の把握が難しいという問題があった。そして、現地で作成された２つの教科書はいずれもモ
ンゴルの場面・状況を反映した例文や会話文があるものの文型シラバスで作られており、これ
に合わせて現場教師が目標 Can-doを作ると、例えば「イ形容詞を覚える」というような目標
となってしまい、コミュニケーション中心を目指す授業とならないという問題があった。
その後、教師会は２０１３年度にこの２０１２年度のプロジェクトを引き継ぐ形で「モンゴル日本語
教育スタンダード拡大プロジェクト」（９）を実施した。このプロジェクトの目的は、実践校を１０
校程度（１０）に増やすこと、勉強会を行って教育省スタンダードおよび JFSについての理解を深め
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たうえで「モンゴル日本語教育スタンダード」の大枠を決定すること、実践校から集まった教
師が全員で協力して教材を作成すること、さらに、その教材をまとめる形で翌年以降に教科書
作成をすることであった。
そして、「モンゴル日本語教育スタンダード」について次のような大枠が決まった。まず、
基本理念として、教育省スタンダードに目的として記載のある「社会の中で自分の考えを自由
に表現し、相互理解をする」ための外国語教育（教育省２００５：７）と、JFSのポートフォリオ、
CEFRのヨーロッパ言語ポートフォリオに共通する考え方である自律した学習者（国際交流基
金２００９：７０‐７１，国際交流基金２０１０a：２２）の育成を掲げることにした。そして、CEFRと JFS
を参考にして Can-doによる目標の提示と自己評価を取り入れ、教育省スタンダードの基本方
針（教育省２００５：６‐８）を踏まえてコミュニケーション能力の育成を重視するとともに、学
習者が自ら考えて発見する帰納的な学習の指導を盛り込むことにした。教材作成では JFSを参
考にしたトピック・シラバスを採用し、トピックごとにモンゴルの学習環境の中で必要となる
コミュニケーションを想定した Can-doを作成していくことにした。そして、「モンゴル日本
語教育スタンダード」はこの教材作成が終わった時にそこで作られた Can-doをまとめること
で完成した形とすることにした。
以上の方針に従い、まず、作成する教材の対象と分量を決めるために参加メンバーのうちの
１３校がそれぞれの所属機関の状況を報告する形でカリキュラムについての調査（１１）を実施した。
そして、トピックの選定とそれに合わせた Can-doリストの作成が行われた。しかし、この２０１３
年度のプロジェクトでは教材が最後まで完成しておらず、後述する２０１４年度のプロジェクトに
引き継がれたため、「モンゴル日本語教育スタンダード」も未完成のまま引き継がれている（１２）。
なお、この年度のプロジェクト実施中に国際交流基金から２０１２年度の日本語教育機関調査の
結果が発表された（国際交流基金２０１３）。モンゴルの日本語学習者は８１５９人で、内訳は初等教
育１３６６人（１６．７％）、中等教育４４２３人（５４．２％）、高等教育２００２人（２４．５％）、学校教育以外３６８
人（４．５％）であった。これにより７１．０％の学習者が初中等教育の３１機関において日本語を学
んでいることが分かり、モンゴルにおける初中等段階の日本語教育支援の重要性が再認識され
た。
次節では、２０１３年度に作られた教材を修正したり追加したりして教科書としてまとめる２０１４
年度の「初中等日本語教育スタンダード教科書作成プロジェクト」（以下、教科書作成プロジ
ェクト）（１３）について述べる。
１．３ 教科書作成プロジェクト概要
１．３．１ 教科書の開発体制
本プロジェクトに関係した機関は、前年度から引き続きモンゴル国立大学、モンゴル・日本
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人材開発センター、ウランバートル市教育局であり、それぞれに教師会から協力要請を行って
いる。そして、ウランバートル市教育局（１４）には、日本語教育を行っている初中等教育機関への
参加呼びかけをしてもらい、実践協力校として参加を希望した学校に教師会から改めて協力要
請を行った。２０１４年度はこれらの関係機関に加え、初中等教育の教員養成を行っているモンゴ
ル国立教育大学にも協力要請をして参加してもらった。
活動メンバーはいずれも教師会所属で、大学教員４名（モンゴル国立大学とモンゴル国立教
育大学からそれぞれ２名ずつ）、モンゴル・日本人材開発センターの国際交流基金派遣日本語
上級専門家（以下、日本語専門家）１名、初中等教育１０機関の日本語教員（以下、初中等教員）
１８名（内、モンゴル人１４名、日本人４名）で構成された。このメンバーの内の大学教員２名と
日本語専門家および初中等教員の内の日本人教員３名の合計６名（本稿執筆者）が教師会有志
としてプロジェクト開始時から全体の企画・運営を行い、勉強会と実践支援会議（いずれも次
頁の図２に活動内容を記載）を開催した。また、この６名が編集委員となって教科書全体に関
わる執筆・編集作業も行った。そして、初中等教員には勉強会と実践支援会議に参加してもら
い、教科書の元となる教材の試用版の作成と各所属学校での授業実践をしてもらった。
以上、教師会有志が主導する本プロジェクトの企画・運営体制と参加機関の関わりの全体像
を教科書開発体制として図１にまとめた。
１．３．２ 教科書の対象学年と大枠の設定
２０１４年度のこのプロジェクトでは、まず初めに教科書の対象学年と教材の分量およびトピッ
クについて次のように決めた。対象学年については、拘束力はないものの２０１４年に教育省から
図１ 教科書作成プロジェクトにおける教科書開発体制
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第２外国語教育の開始学年を５年生とするとの方針が発表されたため、このプロジェクトの教
科書においても対象を概ね５年生、６年生（それぞれ日本の小学校５年生、６年生）、７年生
（日本の中学校１年生）程度にすることとし、教科書名にはレベル１、２、３という表現を使
うことにした。ただし、実際にどの学年で使うかは各学校の日本語教員の判断に委ねることと
し、どの学年でも使えるような内容となるよう、例えば登場人物の学年を１学年だけにしない
などの工夫をする。教材の分量については、週３コマで年間３２週分、合計９６コマ分の教材とす
ることにし、トピックも各レベルとも１０トピックに修正することにした（１５）。
１．３．３ 教科書作成の作業工程
１．２に述べたとおり、教科書作成作業は、２０１２年度の「モンゴル日本語教育スタンダードプ
ロジェクト」から２０１３年度の「モンゴル日本語教育スタンダード拡大プロジェクト」へ、そし
て２０１４年度の「教科書作成プロジェクト」へと展開する形で進められてきた。図２は２０１３年度
以降の工程を示したものである。
２０１３年度のプロジェクトで上述の通り「モンゴル日本語教育スタンダード」の大枠、トピッ
ク・シラバスによる教材作成が決まっていた。トピックの選定にあたっては、JFSのトピック
を参考に、初中等教員から出してもらったものをその時の中心メンバ （ー２０１４年度の編集委員）
で當作・中野（２０１２）も参考にしながらまとめて決定した（１６）。
そして、課の構成について、中心メンバーから提案されたプロトタイプを使って参加メンバ
ー皆で教師役・学習者役をする模擬授業を行いながら議論の上決定した。トピックと課の構成
が決まった後、３年間分（教科書レベル１～３相当分）の Can-doを作成した。
図２ 教科書作成の作業工程
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その後、各実践校の初中等教員は作られた Can-doに合わせて自分の担当している授業で必
要な教材から順番に教材試用版を作成し、実践支援会議で検討して修正をして、実際にそれを
使った授業を行い、授業後に再び同会議で教材の問題点や授業の様子について報告した。
２０１４年度には、２０１３年度に作成した教材を、実践支援会議での報告やメンバーによる議論の
内容を踏まえて編集委員が加筆・修正してまとめる作業を行った。この際、全体の構成と課の
構成を再検討し、各課の導入部分への加筆修正（１７）と、２０１３年度の教材にはなかった漢字を学ぶ
課と復習の課の追加（１８）をすることになり、教材が作成されていなかった部分と合わせてこうし
た追加部分も編集委員で新たに執筆しながら教科書全体を編集した。なお、教科書には「教師
用」と「学習者用」があり、教師向けに書かれた教科書の目的や使い方の説明、解答、会話の
課の導入部分の問いかけ例（後述）などを記載した「教師用」をまず作成し、その後にそうし
た部分を削除した「学習者用」を作成した。
２．教科書の理念と特徴
２．１ 理念
上述の「モンゴル日本語教育スタンダード」に掲げた２つの理念を次のような表現に修正し
て教科書の理念とした。
（１）社会の中で自分の考えを自由に表現し、相互理解するのに必要な外国語能力を育成する。
（２）子供たちが自分自身の力で学習を進めていく能力を育成する。
この理念にもとづく教科書の特徴を以下に述べる。
２．２ 教科書の特徴
２．２．１ プロフィシェンシー重視への取り組み
プロフィシェンシーとは American Council on the Teaching of Foreign Languages（ACTFL）の
Oral Proficiency Interview（OPI）の考え方から日本語教育の現場に持ち込まれて使われるよう
になった言葉であり（鎌田他２００９：i）、現実生活における効果的で適切な言語運用能力のこと
を表している（鎌田２００９：８‐９）。上記の教科書の理念（１）にある「社会の中で自分の考え
を自由に表現」する能力は、まさにこのプロフィシェンシーに当たると筆者らは考えた。
牧野（２００８：１９）はプロフィシェンシーを「ある技能が求めるタスクの中で今どんなことが
『できるか』という『できること』の束で示す熟達度」のことであると述べている。そして、
嶋田（２０１０：４‐５）はプロフィシェンシー重視の教育において留意すべき点の１つとして、
同じテーマでレベルの異なる発話例を紹介し、縦軸で考えることの重要性を指摘している。
ACTFL-OPIで話題をらせん状に進行させてレベルを上げていく方法（ACTFL１９９９：６２）があ
るが、これはその考え方によるものである。
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この教科書ではこうしたプロフィシェンシーを重視しており、次の３つの特徴がある。
（１）教科書のレベルごとの状況設定：モンゴルの小中学生が実際に経験する可能性のある状
況を設定することで、プロフィシェンシーを伸ばすようにした。具体的には作成する教科書の
レベルごとの状況を次のように設定し、登場人物もこれに合わせた。まず、レベル１では、モ
ンゴルの学校が主な舞台で日本人教師がモンゴルの学校を訪問する。レベル２でもモンゴルの
学校が主な舞台であるが、今度は日本の子供たちがモンゴルの学校を訪問する。レベル３では、
日本の学校が主な舞台となりモンゴルの子供たちが日本の学校を訪問する。
（２）同じトピックでらせん状に発展するトピックシラバス：例えばレベル１では「私」をト
ピックとして自分自身について取り上げ、レベル２では「私と家族」として自分の家族につい
て取り上げ、レベル３では「私と身近な人」として友だちについての話題としている（次頁の
表１参照）。すなわち、自分から始まり、レベルが上がるに従い、それが自分を中心にした人々
へと話題が広がるようになっているのである。その他のトピックについても同様で、同じトピ
ックを各レベルに設け、レベルが上がるに従って内容が広がるようにしている。
（３）全ての課での目標 Can-doの提示：各課のはじめにその課の目標となる Can-doを記した。
２．２．２ 自律学習支援の仕組み
教科書の理念の２つ目を「子供たちが自分自身の力で学習を進めていく能力を育成する」と
しているが、これは換言すれば自律した学習者の育成ということになる。CEFRでは「言語学
習を生涯にわたるものと考え」、「言語学習者は、社会における言語使用者として、生涯を通
じて言語を使用し、学んでいく主体的存在と見なされる」とされている（国際交流基金２００９：
７１）。この教科書作成においても子どもたちに生涯にわたって自律した学習ができるような習
慣を身に付けてもらうために次の４点を組み込んでいる。
（１）自分で課題を考える：各課の導入部分にイラストを配置し、その下に「絵を見て話しま
しょう」という設問を設けている。これによって学習者はその課で何を学ぶのか、どんな状況
でどんな会話をするのか、教師の発問による助けを得ながら、自分自身でその課の課題を考え
る。その後、直後に配置されている目標 Can-doを教師と共に読んでその課の目標を確認する。
（２）自分で問題を解決する：「考えましょう」のセクションを設け、教師の説明を受ける前
にそこに書かれたヒントを手がかりに学習者が自分で文法や語彙・表現の使い方の規則を考え
られるようにしている。こうした帰納的な学習により自分で問題を解決する習慣を身に付ける。
（３）学習を振り返る：学習者自身によって言語面と内容面での振り返りが行えるような「振
り返りましょう」のセクションを設けている。学習者は言語面での振り返りで自分の学習の成
果を確認し、内容面での振り返りで学習したトピックについて、より広くまたは深く考える習
慣を身に付ける。例えば、朝食がトピックの課（レベル１ユニット４の１課）では、自分やク
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ラスメートが「どんな朝ごはんを食べるか」を学習するが、内容面での振り返りではモンゴル
の一般的な朝食や昔と今の朝食を比較するような質問が設けられている。
（４）自己評価をする：課の終わりに初めに確認した目標 Can-doと同じ Can-doを提示し、こ
れを使って学習者自身が達成度を評価する。自律した学習では自身の能力を自身で把握するこ
とが重要であるが、各課で自己評価を体験することで自己の能力を把握する習慣を身に付ける。
３．教科書の構成
３．１ 全体構成
トピック・シラバスによる書き込み式の教科書として、以下の８冊シリーズを作成している。
このうち、２０１５年８月までに各レベルの『下』以外は完成している。
●『にほんご できるモン ひらがな』『にほんご できるモン カタカナ』
●『にほんご できるモン レベル１上』『にほんご できるモン レベル１下』
●『にほんご できるモン レベル２上』『にほんご できるモン レベル２下』
●『にほんご できるモン レベル３上』『にほんご できるモン レベル３下』
『ひらがな』『カタカナ』
は『レベル１』の準備段階
用であり、ひらがな・カタ
カナの読み書きのほか、単
語、あいさつ、数字、簡単
な表現を含む。『レベル１』
からはひらがな・カタカナ
の読み書きができる学習者
用となる。『レベル１』『レ
ベル２』は JFSのＡ１程度、
『レベル３』はＡ１～Ａ２程度のレベルに相当する。レベル１～３とも１０ユニットから成り、
１ユニットで１トピックを扱う。以下、本稿ではこのレベル１～３の教科書について述べる。
３．２ ユニットの構成とCan-do
各ユニットは、６課で構成されており、初めの１課～３課が「聞く・話す・会話」、４課が
「読む・書く」、５課が「漢字」（１９）、６課が「復習」である。このうち、４課は１課～３課で
出てきた内容をまとめた文章を読み書きするようになっている。また、５課は１課～３課の会
話で出てきた文や表現を漢字交じりで書き直したものを読み書きするようになっている。
ユニット レベル１ レベル２ レベル３
１ 私 私と家族 私と身近な人
２ 学校（１） 学校 学校
３ 生活 町と住まい 生活
４ 食事 生活 余暇
５ 家族 余暇 住まい
６ 学校（２） 食事 人とのつきあい
７ 余暇 人とのつきあい 食事
８ 服装 身体と健康 交通と旅行
９ 買い物 交通と旅行 買い物
１０ 人とのつきあい 行事 自然
表１ 各レベルのトピック
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目標 Can-doは「聞く・話す・会話」の課では課によって多少異なるが各ユニットのトピッ
クについて話す各課の内容に合わせて「～聞くことができる」「～話すことができる」「～会話
ができる」のいずれかになっている。そして、「読む・書く」の課では各ユニットのトピック
に合わせて「～について書かれた文を読むことができる・書くことができる」となっており、
「漢字」の課でもトピックの内容に合わせて「～についての漢字交じりの文を読むことができ
る・書くことができる」となっている。
学習時間に関しては、モンゴルの学校で一般的な１コマ４０分の授業で、各課を２～３コマ程
度で進めるように作っている。１ユニットが１０～１４コマで、各レベル上下巻を終えるのに１００
～１４０コマ程度を想定している（２０）。
表２ １ユニット内の課の構成と所要授業コマ数
課 学習技能 推奨する授業コマ数 かかる時間
１ 聞く・話す・会話 ２～３コマ ８０～１２０分
２ 聞く・話す・会話 ２～３コマ ８０～１２０分
３ 聞く・話す・会話 ２～３コマ ８０～１２０分
４ 読む・書く ２コマ ８０分
５ 漢字 １コマ ４０分
６ 復習 １～２コマ ４０～８０分
合計 １０～１４コマ ４００～５６０分
（モンゴル日本語教師会編２０１５『にほんご できるモン１上 教師用』p．１８より転載）
３．３ 第２言語習得のメカニズムと各課の構成
国際交流基金（２０１０b：１３）は第２言語習得のメカニズムについて、学習者がまず、ある状
況の中で聞いたり読んだりすることで目標言語の「インプット」を受け、その中から自分の第
２言語の発達段階にあった「理解できるインプット」を取り入れ、それをもとに中間言語知識
（運用力）を構築すると述べている。そして、その中間言語知識（運用力）を使って「アウト
プット」が生成されるが、この際、相手に理解されなかったり修正されたりすることで、自分
のアウトプットの誤りや不十分さに気がつき、これが再び中間言語知識の構築に寄与するとし
ている。小柳（２００４：１４４‐１４５）等では第２言語習得のメカニズムにおけるインプットから中
間言語構築までの過程について、インプットの中のある言語形式に注意を向ける「気づき」が
あり、その気づいた言語形式の意味理解と仮説検証のインテイクを経て中間言語の構築に至る
とされている。さらに、国際交流基金（２０１０b：１４‐１５）は言語教授により意識的な文法学習を
することで言語知識が得られ、それが「インプット」を「理解できるインプット」とする際の
「気づき」に貢献することが述べられている。
本教科書ではこうした第２言語習得の過程を参考に課の構成を決定した。すなわち、「イン
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プット」「気づき」「理解できるインプット」「アウトプット」の順に各練習項目を配列した。
「気づき」については小山（２００７：xi）を参考に１～３課の文法規則を学ぶ部分と、５課の漢
字の字形や音、使い方を学ぶ部分で、学習者が例を参考に自分で規則を発見するような「考え
ましょう」を取り入れた。以下、表３、表４、表５に課の構成をまとめた。なお、本稿末に［資
料］として「聞く・話す・会話」の課の例を付した。
表３ 「聞く・話す・会話」の課の構成
セクション 内容
第２言語習得の
過程
（１）絵を見て話し
ましょう
課の導入部分である。イラストを見て、教師の問いかけに答えながら、その課
で学ぶ会話とその状況をイメージする。教師向けの教科書には問いかけの例と
して、例えば、朝ごはんのイラストのある課では「あなたは毎日朝ごはんを食
べますか。何を食べますか。日本人の先生にそうやって聞かれたら、何と答え
ますか。また、反対に、日本人の先生にも聞きたいです。どうやって聞いたら
いいでしょうか。モンゴル語だったら どんな会話をしますか。」（レベル１ユ
ニット４の１課）のように書かれている。
（２）目標 Can-do その課の目標が Can-doの形で書かれているので、これを読んで目標を確認す
る。
（３）聞きましょう その課の状況設定の中で必要な語彙のイラストを見ながら CDを聞く。発音練
習はせずに、１回だけではなく何度も聞き意味を確認する。
インプット
（４）言いましょう 上の「聞きましょう」と同じ CDを聞いて発音練習をする。イラストで意味を
確認した語彙を発音するので、理解できるインプットとアウトプットの練習と
なる。
理解できるイン
プット、アウト
プット
（５）聞いて、答え
ましょう
会話 CDを聞いて、内容に関しての選択問題に答え、会話の場面や状況を把握
する。
インプット
（６）考えましょう その課で学ぶ文法・文型、語彙・表現の使い方の規則について、ヒントとなる
例文や文型の表示を参考にしながら、自分で考えて、穴埋めや変形などをしな
がら学ぶ。
気づき
（７）聞いて、答え
ましょう
会話 CDを聞いて、内容に関しての問題に答える。上の「聞いて、答えましょ
う」よりもやや長い会話を聞き、語または文で解答する。上の「聞いて、答え
ましょう」では内容の聞き取りのみに注意したが、ここでは「考えましょう」
で学んだ文型等にも注意しながら聞くことで、より正確な聞き取りをする。
理解できるイン
プット
（８）話しましょう その課で学ぶ会話の例が書かれている。モデル会話として練習する。この会話
例を練習した後、導入のところでモンゴル語で考えた会話とこの会話例の違い
について考え、自分なりにその課の課題に対する答えを見つける。そして、導
入で考えた会話を日本語で発表する。
アウトプット
（９）友達に聞きま
しょう
その課で学んだ語彙・文型・会話例を参考にペアやグループでタスクをしなが
ら会話練習をする。友達との会話練習によりお互いにフィードバックを得て自
分の規則についての理解や発音を修正する機会を得る。
アウトプット
（１０）振り返りまし
ょう
話せるようになったことを書く言語面での振り返りと、その課で扱ったトピッ
クについて考える内容面での振り返りがある。いずれも記載された質問に回答
することで振り返る。
（１１）今日の Can-do 課のはじめに提示された目標 Can-doが再掲されているので、これを使って自
己評価をする。３つの白い星印を達成度にしたがって黒く塗りつぶす。自己評
価欄は学習が終わった日と後日復習をした時の２回できるように２つある。
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表４ 「読む・書く」の課の構成
セクション 内容
第２言語習得の
過程
（１）絵を見て話し
ましょう
課の導入部分である。イラストを見て、教師の問いかけに答えながら、その課
で読み・書きをする内容をイメージする。
（２）目標 Can-do その課の目標が Can-doの形で書かれているので、これを読んで目標を確認す
る。
（３）読みましょう そのユニットの１～３課で学んだ語彙・文型等を用いた同じトピックで書かれ
た文章を読む。
インプット
（４）考えましょう 上の「読みましょう」で読んだ内容について、質問に答える。この質問に答え
る過程で「読みましょう」の内容を確実な理解となるようにする。
理解できるイン
プット
（５）書きましょう そのユニットのトピックで作文をする。その後、その作文を友達と交換して読
み合うことでフィードバックを得る。
アウトプット
（６）振り返りまし
ょう
そのユニットのトピックで作文を書いた感想を書いたり、クラス内でのアンケ
ート調査や壁新聞作りなどの協働学習となる活動をしたりすることで振り返る。
また、そのユニットで学んだことをもう一度ここで自身の言葉でまとめ、今後
さらにどんなことを学びたいかを記しておく。
（７）今日の Can-do 「聞く・話す・会話」の課と同様、課のはじめに提示された目標 Can-doが再
掲されているので、これを使って自己評価をする。
表５ 「漢字」の課の構成
セクション 内容
第２言語習得の
過程
（１）イラスト 漢字とその漢字が表す内容のイラストを見て、その課で学ぶ漢字とその大体の
意味を推測する。
インプット
（２）目標 Can-do その課の目標が Can-doの形で書かれているので、これを読んで目標を確認す
る。
（３）考えましょう 漢字とその漢字が表す内容のイラストを線で結ぶ問題があり、解きながら漢字
の意味を考える。イラストは冒頭のイラストと同じ場合もあるが、異なる場合
もある。
気づき
（４）読み方を確認
しましょう
漢字とその読みが提示されており、上の「考えましょう」で意味を理解した漢
字の読み方を確認する。
理解できるイン
プット
（５）考えましょう 漢字の字形や音、使い方などの問題を解くことで、その課で学ぶ漢字について
の理解を深める。
気づき
（６）書きましょう 四角いマスの中に正しい字形で漢字を書く練習をする。 アウトプット
（７）読みましょう、
書きましょう
その課で学ぶ漢字の入った例文を読んだり、例文の漢字が入る部分がブランク
になっているところに記載された読みに従って漢字を書く練習をしたりする。
例文はそのユニットのトピックに合わせた内容になっている。
アウトプット
（８）今日の Can-do 「聞く・話す・会話」の課と同様、課のはじめに提示された目標 Can-doが再
掲されているので、これを使って自己評価をする。
（９）練習しましょ
う
上記の（８）までが１コマの授業用であり、（９）は宿題または他の時間に余
裕があるときにする課題である。漢字を使ってそのユニットで学んだ内容を書
き、他者と交換したり、掲示したりして読み合う活動をし、フィードバックも
得る。
アウトプット
３．４ 実践現場からのフィードバックをもとにした改善
図１に記した実践支援会議では現場教師からの様々な報告が行われ、教材・教科書作成のフ
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ィードバックとなった。そのフィードバックをもとに改善した点の例を以下４点挙げる。
（１）導入部分のイラストの使い方：現場教師の中にはこのイラストをどう使うか分からず、
イラストを使っての話し合いをしていない場合があった。そこでイラストの下に「絵を見て話
しましょう」の欄を設けて、教師用教科書には子供たちへの発問の例を記した。
（２）学習者になじみのない事柄：作成時に小中学生にも分かりやすい語彙やイラストを考え
て選んでいても、実際には分かりにくかったということがあった。例えば、親の仕事の課での
導入の「銀行員」のイラスト（ドルや円の記号がついていた）が、何を意味しているかなかな
か分からなかった。そこで服装から明らかに職業が分かる
警察官のイラスト（図３）に変えた。
（３）聞き取り問題の解答方法：各ユニットの１～３課の
「聞いて、答えましょう」の聞き取り問題の解答は日本語
で書くようになっていたが、書くのが遅い学習者がいると、
書く練習となってしまうことがあった。そこで、これを改
め、各課の前半の「聞いて、答えましょう」では選択肢を
記し、チェックするだけで答えられるようにした。
（４）自己評価の基準：自己評価の欄に図４のような評価
基準を記した。
４．教育現場の変化と課題
実践現場からのフィードバックで学習者の反応について次のような報告があった。
（１）導入の「絵を見て話しましょう」をすることで、生徒が身近なことでも普段あまり考え
ていなかったことに疑問を持って考えるようになった。
（２）「話しましょう」でこれまであまり授業に参加せずに遊んでいた生徒が会話を練習する
ようになった。また、話す機会が増え、積極的に参加するようにもなった。さらに、場面や状
況設定が自分たちにあっているため、会話例の練習でも自分が日本人と本当に話しているよう
な感覚で会話ができ、日本語力も上達したように感じているようだ。
（３）「振り返りましょう」をすることで生徒がその課のトピックについてより広く考えるよ
うになった。
教師自身の変化については、次のような報告があった。
（４）「考えましょう」を実施する中で、教師が一方的に教えるのではなく、生徒が考えるの
を待ち、複数の生徒に考えたことを発表させ、生徒同士が互いに学び合うチャンスを与えるこ
とができるようになった。
今後の課題としては、教科書作成以上に教科書をどう使うかの問題がある。勉強会や実践支
図３ 変更したイラスト
図４ 自己評価の基準
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援会議で繰り返し、第２言語習得のメカニズム、プロフィシェンシーと自律学習支援の考え方
について共通認識を図ってきてはいるものの、実際の現場では上述のように変化した教師がい
る一方で、従来の指導法に戻ってしまう教師も少なくない。これに教師たち自身が気づいてい
ないことも多い。特に問題が多いのが教師が持つ「書くことが学習である」というビリーフで
ある。これは従来のモンゴルで重視された指導法であり、例えば、導入で「今日の学習では一
週間の生活を話します」と言っているのに、まず月曜日から金曜日までの曜日名を書く練習を
させたり、場面理解・内容理解の目的で行うリスニング問題をディクテーションさせたりとい
う報告があった。今後は新しい教科書を使った教え方の研修会を開いてこうした問題を解決し
ていかなければならない。
５．まとめ
本稿では、モンゴル日本語教師会による「初中等日本語教育スタンダード教科書作成プロジ
ェクト」について、プロジェクトの背景と概要、教科書の特徴としてプロフィシェンシー重視
への取り組みと自律学習支援の仕組み、そして、教科書の構成などの概要と実践現場からのフ
ィードバックをもとにした改善点を紹介した。さらに、本教科書を使うことにより生じた学習
者と教師の変化について報告し、最後の課題で、教科書が変わっても教師が変わらなければ、
従来の教え方と何も変わらないということを述べた。教師会は今後この教科書シリーズの普及
に努めることとしているが、教師研修を合わせて実施し、新しいスタンダードについてのさら
なる理解促進と教師のビリーフ変容を促すような取り組みが必要である。
〔注〕
（１）国際交流基金ホームページ「日本語教育 国・地域別情報 モンゴル（２０１４年度）」
<https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/survey/area/country/2014/mongolia.html> ２０１５年１１月２０日参照
（２）モンゴルでは２００８‐２００９年度より１１年制から１２年制へ移行が進められ２０１４‐２１０５年度に移行が完了してい
る。モンゴル教育省ホームページ<http://www.meds.gov.mn/frontpage> ２０１５年８月１８日参照
（３）２００３年のモンゴルの日本語学習者数は９０８０人（内、初中等は３６０１人）、２００６年は１２６２０人（内、初中等は
５３３９人）であり（国際交流基金２００５，２００８）、全体ではこの間に約１．４倍、初中等に関しては約１．５倍にな
っている。
（４）モンゴル日本語教師会は１９９３年に設立され、１９９８年１２月に法務省に登録された団体である。２０１５年時点
で１７の高等教育機関、１６の初中等教育機関、８の民間日本語教育機関に所属する５７名が会員となってい
る。活動の主な内容は、モンゴルにおける日本語教育および日本語や日本語指導法の研究支援、日本語
教育に必要な調査、「JF日本語教育スタンダード」等の参考資料の翻訳、セミナー・ワークショップの
開催および日本語能力試験、日本留学試験の実施などである。
（５）日本語教育研究会は教師会会員の中の有志が運営する会である。教育年度に合わせて９月から翌年の５
月まで月１回の研究会例会を開催している。
（６）上記の研究会例会は、２部構成となっている。通常前半の１時間で研究発表または実践報告を行い、後
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半の１時間で複数のワーキンググループに分かれて勉強会・討論・作業などを行う。
（７）国際交流基金の助成を受けて実施された。
（８）後に２０１４年度の教科書編集委員となった教師会有志のメンバー。
（９）国際交流基金の助成を受けて実施された。
（１０）実際には、２０１３年度上半期に１６機関から２２名の教員が、下半期に１１機関から１６名（内、モンゴル人１４名、
日本人２名）の教員が参加した。
（１１）調査の結果、学習開始学年（１年生（日本の小学校１年生）～７年生（日本の中学校１年生））、学習年
数（４～１０年間）、週当たりのコマ数（週２～５コマ（公立では１コマ４０分））のいずれも学校によって
様々であり、したがって、在学中の合計学習時間も４４２～１２７０コマと幅があることが分かった。そこで
対象を学習者数の多い４～６年生とし、分量としては週４コマで年間１２０コマ分の教材と考え、各学年
に１４～１５トピックを設定し、各トピックを４課で構成することにした。
（１２）本稿執筆時点においても教科書シリーズが未完のため、「モンゴル日本語教育スタンダード」の全体像
もまだ形となっていない。しかし、本教科書シリーズは２０１５年末に教育省の審査を受け、日本語教育を
実施している全ての初中等教育機関での使用許可が出ている。したがって、２０１６年度以降は本教科書シ
リーズの採用校が増えることが予想され、「モンゴル日本語教育スタンダード」はその範囲で普及する
ことになる。
（１３）国際交流基金の助成を受けて教師会主導で実施された。
（１４）２０１３年度はウランバートル市教育局所属の国際協力機構（JICA）のシニアボランティア１名もプロジェ
クトに参加した。
（１５）モンゴルの初中等学校は年間４学期制であり、合計で概ね３２週間授業が行われるが、年によって行事等
が入るなどして、学期が短縮されることも頻繁にある。現場からのフィードバックで復習やテストの時
間も必要であることが分かり、２０１３年度の計画（注１１）より分量を減らすことになった。
（１６）初中等教員は各教員の担当学年についてのみトピックを選定したので、その時の中心メンバー（２０１４年
度の編集委員）で、スパイラルに発展させていくことができるように、レベルごとの調整をしてまとめた。
その際に、JFSは社会人向けであることから、日本の高校における外国語教育の目安としてトピックや
Can-doが作られている當作・中野（２０１２）を参考にした。
（１７）２０１３年度のものの導入部分のイラストについて、実践教員がうまく使いこなせていないことが分かった
ため、イラストを大きくした上で「絵を見て話しましょう」の欄（後述）を設けるという修正を加える
ことになった。
（１８）漢字の課も復習の課も現場教師からのフィードバックの中で要望があったことから追加を決めた。
（１９）漢字は上述の通りあとで追加することになった。上巻では各ユニットの５課としたが、その後、「読む・
書く」の前に入れるべきだと判断し、下巻の編集段階から４課「漢字」、５課「読む・書く」と改めて
いる。
（２０）実際の試用現場からの報告から各課の学習時間はある程度幅を持たせて提示したほうがよいということ
になったため、このような記載となった。なお、教科書で想定している年間３２週間の授業が行われない
ところもあるので、必ずしも１学年で１レベルの教科書を使うということにはならない。
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